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南西諸島マングローブ沼の軟体動物相

糸魚川淳二*・井津伸恵*

A survey of molluscan fauna of mangrove swamps 
in Nansei-shoto， Southwest Japan 

Junji Itoigawa * and Nobue Izawa * 

(Abstract) 
Molluscan fauna of mangrove swamps in Nansei-shoto such as Tanegashima Island， Amami・OshimaIsland 

and Iriomote Island， Southwest Japan is analys巴don the basis of observation and collecting in 1967 to 1980.4 spe-

cies of 4 families of Bivalvia and 15 species of 6 families of Gastropod are determined. Main species as Terebralia， 

Earnesiella， Geloina and Cyclina are discussed in view point of biogeography and ecology. Some important facts 

are recognized. 

1. Molluscan fauna in mangrove swamps of Tanegashima Island does not contain tropical species. 

2. Cyclina sinensis replaces the ecological niche of Geloina erosa in tropical zone at Tanegashima Island 

and the north. 

3. Kandelia candel，“Mehirugi"， one of mangrove trees distributes to southern Kyushu (Kiire， Kagoshima) . But 

the northern limit of tropical species of mollusks lived in mangrove swamps is at Amami-Oshima Island. 

はじめに

1967年と 1980年に，筆者の一人，糸魚川は種子島・奄

美大島・沖縄島・石垣島・西表島において，マングロー

ブ沼の軟体動物相を調査し，標本を採集した.その当時，

西南日本を中心lこ分布する中期中新世の地層の中に，多

くの熱帯性軟体動物化石が発見され，マングローブ沼古

環境の存在が篠認されていた (Okamotoand Terachi， 

1974;糸魚川・西川， 1976; Itoigawa， 1978など). この

中新世の古環境をより確かに復元するためには，現在の

マングローブ沼の環境・生物相についての資料が必要で

あり，そのためにこの調査が行われた.

日本のマングローフー沼については，小滝(1997)など多

くの記述があり，軟体動物相についても個々の種の分布

を含めて報告がなされている.今回，南西諸島の調査結

果を公表するのは，糸魚川が故津田禾粒・山野井徹らと

共に1980年から行ってきた東南アジアのマングローブ沼

調査が終結し，取りまとめを行うことになり ，その調査

結果と今回の知見を関連させて捉えようというのが第一

である.また，環境変化の激しい現在にあって， 20年以

上前の資料は今では失われた部分もあり，当時の自然状

況を記録しておくことは必要なことと思われる. こうし

た資料は，古生物学・考古学などの分野で，古環境・古

生態・古生物地理などを研究する上で有用である.

本研究にあたり，豊橋市自然史博物館の松岡敬二博士，

瑞浪市化石博物館の奥村好次氏・柄津宏明博士，琉球大

学教育学部の野原朝秀博士，沖縄貝類標本館の仲嶺俊子

氏，岡山大学農学部の福田 宏博士にお世話になった.

厚くお礼申し上げる.

本研究に使用した標本は瑞浪市化石博物館および豊橋

市自然史博物館に保存されている.

調 査

調査地点は第1図，第1表に示されている.沖縄島・石

垣島については表のみに示した.調査年月日は以下のよ

うである.

種子島 1980年2月4日， 7日 10月20日

奄美大島 1967年7月8日
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沖縄島 1980年3月8日

石垣島 1980年3月11日

西表島 1980年3月12-14日

分布のパターン，軟体動物の生息環境・生態のアウト

ラインを知ることが主要な目的であるため，干潮時にお

いて採集・観察を行う定性的な調査を行った.

各地点の景観，軟体動物の生息状況を第2図，第3図

に示 した.

調査結果と考察

採集標本を同定した結果，二枚貝類4科4種，腹足類6

科15種を認め，第2表に示した.第2表には各種の分布の

北限，分布型，各地点の緯度，底質，優占種・特徴種，

群集の特徴・分布型を示した.各種の分布はKuroda

and Habe(1952)，肥後・後藤(1993)，久保・黒住(1995)，

Higo et al. (1999)，奥谷(編著)(2000)を参照して妥当

なものを選んだ.

分布型はItoigawa(1964)にしたがった. この分布型は

煽越(1962)の海洋生物地理における軟体動物の分布につ

いての考えに基づき，化石群集に適用するために，現生

Taiwan 
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. . 
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10km 

第1表.調査地点.

Table. 1. Locality of study points. 

島 名 川 名 座 襟 地 名

湊川
30' 48' 28" N 

鹿児島県西之表市
131' 04' E 

種子島 阿獄川
30' 27' 09" N 

鹿児島県熊毛郡中種子町
130' 57' 34" E 

大浦川
30' 26' 40" N士 鹿児島県熊毛郡南種子町

130' 57' 39" E 03のみ中種子町と南種子町の境

奄美大島 役勝川
28' 14' 48" N 

鹿児島県大島郡住用村
129' 24' 36" E 

沖縄島 汀間川
26' 33' 11" N 

沖縄県名護市
128' 04' 17" E 

石垣島 宮良川
24' 21' 15" N 

沖縄県石垣市
124' 12' 41" E 

浦内川
24' 23' 05" N 

沖縄県八重山郡竹亘町
123' 46' 38" E 

西表島 後良川
24' 19' N 

沖縄県八重山郡竹富町
123' 54' 59" E 

仲間川
24' 17' 07" N 

沖縄県八重山都竹富町
123' 51' 40" E 

軟体動物の分布型を下記のように設定したものである.

K 黒潮型[_290 N]， JK，:日本ー黒潮型ーI[ー0_360 N]， 

JK， :日本ー黒潮型-n [ー0-420 N]， J 日本型[30-420 N]， 

W:広域分布型[-36-42-0 NJ. 

300N 

このうち，黒潮型(K)の北限は以前310Nと設定して

いたが，各種の分布を検討した結果， 290 Nが適当であ

ると判断されたので改訂し，また，各種の分布パターン

d . 亡ア
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第1図.調査地点図.
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a:湊川 b阿獄川及び大浦川(①⑥塩分濃度の測定地点); c:役勝)11;d: i甫内川 e:後良川 f・仲間川 M1，A1， 01-3， Y1 

2， U1-4， SIふ調査地点国土地理院発行2万5千分のl地形図 (a: I国上J; b: I島問J; c: I住用JI山間J; d: I船浦J; 

e，正 「西表大原J)使用.

Fig. 1. Locality map. 

a: Minato-gawa; b: Adake-gawa and Oura-gawa (①ー⑥:measurement points of salinity); c: Yakugachi-gawa; d: Urauchi-gawa; e: 

Shiira-gawa; f: Nakama-gawa. M1， A1， 01-3， YI-2， UI-4， SI-3: study points. The quadrangle topographic maps (a:“Kunigami"; 

b:“Shimama"; c:“Sumiyou" and “Yanma"; d:“Funaura"; e， f:“Iriomoteoh訂正，)(1:25，000) published by the Geographical Survey 

Institute are used. 
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第1図 調査地点図.(前ページからのつづき.)

Fig. 1. Locality map. (Continuation of the former page.) 
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によりK型を細分した.すなわち， K¥:黒潮型-1 [ー0_240

N]， K， 黒潮型-II [ー0_260 N]， K， 黒潮型-ill[ー0_290

N]である.主な種を第4図，第5図に示した.

調査地点の環境の特徴と軟体動物相

1. 種子島

湊川(第1図-a，第2図ー1)

河口より 400mの地，点• Kandelia candelメヒルギ(低

木)が生育する. マングローブ林の生育状態はよくない.

細砂底に Assimineasp .が群生し，淡水の影響の強い環

境を示唆する.本種は，カワザンショウガイ類の既知の

どの種にも完全には合致せず，未記載種の可能性もある

が，解剖学的検討なしには結論は下せないため，

Assiminea sp.としておく. 明ニ"の巣穴が見られる.

阿巌川(第l図-b)

河口より 400mの地点.低木の Kandeliacandel と

Myoporum bontioidesハマジンチョウが群生する，小規

模のマングローブ沼がある.中種子町指定の植物保護地

である.周辺の低山にはクロマツ林がある.

Cerithideopsilla djaのarzenslsカワアイガイ， C. cingulatα 

へナタリガイが細砂底に散在して生息する.

大浦川(第l図-b，第2図-2)

大浦川の河口より 500m付近から上流lkmの範囲に潟

湖ができている.底質は細粒砂~砂質シルトである.

Kandelia candel (低木)が群生するマングローブ林が発

達する. 規模 は大きく， 生育も悪く な い .

Cerithideopsilla djadjariensis，仁 cingulata群集が見られ

る.湾奥の地点01ではこれにBatillariamultifonηisウミ

ニナが加わる これらの種は表生で散在して分布する.

さらに01ではのclinasinensisオキシジミが内生種とし

て生息する. “ゴカイ “アナジャコ “カニ"の

巣穴がある.

種子島のマングローブ沼生の軟体動物はすべてJK¥-

JK，型で，熱帯的要素(K型〕ではない.熱帯系軟体動物

(K型)とヒルギ類は分布のパターンが異なる(ヒルギ

類の方が北まで分布する)ことを示す.また，鹿児島県

喜入町米倉のメヒルギ北限地(国指定天然記念物地

31019' N)では， 1980年と 1988年の2回の調査において軟

体動物は見られなかったが，大滝ほか(2001)によれば，

ここより北約7kmの旧市(日石石油基地近く〉の愛宕川河

口で Batillariamultゆrmis，Cerithidea rhizophorarumフ

トへナタリガイ ，Cerithideopsilla cingulataが分布すると

のことである. この群集は種子島のマングローブ沼の群

集と同様のものである.

2.奄美大島

役勝川河口(第l図-c，第2図-3)

河口の，泥底を主とし砂底を伴う場所である.

Kandelia candel， Bruguiera gymnorrhizaオヒノレギの両種

が混交する. Neritidaeの Clithonfabaカノコガイと

Neritina (Vittina) turritaシマカノコガイ， Potamididae 

の Cerithidearhizophorarum morchiiイトカケへナタリガ

イと Cerithideopsillacingulata， Geloina erosαシレナシジ

ミが採集され，Littoraria scabra ウズラタマキビガイを

記録している.地点Ylでの分布はヒルギ類の樹上に

Littoraria scabra， 根の上に Cerithidea rhizophorarum 

morchii，湾状の低い泥底に Cerithideopsillacingulata，や

や高い砂質の高まりに Neritidaeの2種が棲む. Y2の

Geloina erosaは内生~半内生である.また本種は，奄美

大島が東アジア太平洋西岸における分布の北限である.

この場所ではL型と JK型の混生が推定される .Uca 

(Celuca) lacteaハクセンシオマネキ他2種のカニ類，

Periophthalmus cantonensisトビ、ノ¥ゼが観察された.

3.沖縄島

汀間川河口(名護市久志三原・汀間間) (第2図-4)

河口より 700mの地点.機まじりの砂底.Terebralia 

sulcataマドモチウミニナが単一集団をつくる K，型で

ある.

4.石垣島

宮良川河口

河口より約700m (富良橋より上流側). Cerithidea 

rhizophorarum morchii (K，型)が分布する Thalassina

anomalaオキナワアナジャコの巣穴のマウンドが存在し，

その他カニ類，Periophthalmus cantonensisが見られる.

小滝(1997)によれば，Bruguiera gymnorrhiza， Rhizophora 

mucronataヤエヤマヒルギが主体のマングローブ林であ

り，Sonneratia albaマヤプシキが1本確認されている.

5. 西表島

西表島のマングローブ沼は日本でもっとも規模の大き

いものであり，樹種も多い.浦内川，与那田川，船浦，

島北部の海岸の小河川，後良川，前良川，仲間川，大原

西の川などに見られる.このうち浦内川，与那田川地域

(星立)，仲間川地域は国指定の天然保護区域である.西

表 島 に は Bruguieragymnorrhiza， Kandelia candel， 

Rhizophora mucronata， Sonneratia alba， Avicennia marina 
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第2図.調査地域の状況ー1.

1:種子島湊川の Assimineasp の生息状況 2・種子島大浦川の潟湖 3・奄美大島役勝川マングローブ沼底(シレナ シジ ミ生

息地); 4:沖縄本島汀間川のマ ドモチウミニナ;5-6:西表島仲間川のマンクローブ沼 (6 シレナシ ジミ生息地). 

Fig. 2. Profil巴:sof studied areas-l. 

1: Assiminea sp. in Minato-gawa， Tanegashima Island; 2: Mangrove lagoon in Oura-gawa， Tanegashima Island; 3: Bottom of man-

grove swamp， Yakugachi-gawa， Amami-Oshima Island (Ge/oina erosa living); 4: Terebralia su/cata， Teima-gawa， Okinawa Island; 

5，6: Mangrove swamp in Nakama-gawa， Iriomote Island (6: Ge/oina erosa living). 
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第3図.調査地域の状況-2.

1-4:浦内川のマングロープ沼 (2:シレナシジミの生息状況;3:キノてウミニナの生息状況 4:へナタリガイの生息状況) ; 5， 

6:西表島後良川のマングロープソ百 (6:ヤ ドカリによるイボウミニナの集積).

Fig. 3. Profiles of studied areas-2. 

1-4: Mangrove swamp， Urauchi-gawa， Iriomote Island (2: Geloina erosa; 3: Terebralia palustris; 4・Cerithideopsillacingulata); 5， 6: 

Mangrove swamp， Shiira-gawa， Iriomote Island (6: Batillaria zonalis transported by hermit crab) 
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ヒjレギ夕、、マシ，Lumnitzera racemosα ヒルギモドキ，Nypa 

fruticansニッパヤシの8種のマングローブ林構成種が見

られる(小滝， 1977). このマングローブ沼は豊富な生

物種からなる生態系を示す.

浦内川河口(第l図-d，第3図ー 1~4)

河口より 1200m，浦内橋をはさんで，下流上流の間.

川幅は河口で500m，調査地点で200mである.砂質底で，

川の両岸，砂州、|の部分にヒルギ類が生育する.軟体動物

群集は Potamididae，特に Terebraliapalustrisキパウミ

ニナ (K1型)， Geloina erosa (KJ型)によって代表される.

なお，河口付近のu2には軟体動物は見られなかった.

Cerithidea rhizophorarum morchiiは砂質底のやや高位の

場所，Cerithideopsilla cingulataはやや泥質で低い湾筋に

棲む• Terebralia palustrisはやや高位の， ヒルギ類の根

元，砂川中のヒルキ、類のある高まりなどに集合して分布

する.砂質底で硬いためか，Geloina erosaは殻の一部を

露出して生息する .Nel・ita(Theliostyla) planospiraヒラ

マキアマオブネガイはヒルギ類の根元に棲む.

後良川河口〔第 l図-e，第3図ふ 6)

河口の干潟で，底質は砂質， ときに泥質， f且粒砂~礁

の部分もある.Cerithiidaeと Potamididaeの種が中心で，

前者は海水の影響の強いことを示す • Batillaria zonalis 

イボウミニナの殻はヤドカリによる集積によるものであ

る(第3図-6).Littoraria scabraは樹上に特徴的である.

Geloina erosαはやや内側，外海よりさえぎられた場所で

採集された.河口外側の粗粒堆積物(粗粒砂・磯)とと

もに Gaj泊rium，Spondylus，造礁サンゴなどの死殻が集

積してい る.Batillaria zonalisの殻のヤドカリによる集

積も近い場所にある.

仲間川河口〔第1図-f，第2図 5，6) 

河口より上流へ約2kmのマングローブ林中.泥底で，

表面に Cerithideopsilla の2種， C. d}αのαriensis， C. 

cingulataが生息し，Geloina erosaは泥中に深く内生する.

Eamesiella corrugataシワツキガイ (K1型)は死殻なの

で保留し，K" K3， JK" W型の混合群集とする.

主要な種の地理的分布と生息環境

1.地理的分布

1) Batillaridaeの2種，Batillaria multiformisとB.zonalis 

はJK，型であり， Potamididae はK型 (Terebraliapalustris， 

T. sulcata， Cerithidea rhizophorarum morchii)とJK型

(Cerithidea rhizophorarum， Cerithideopsilla djadjariensis，仁

cingulata) iこ2分される.

2) Terebralia palustrisは八重山群島まで分布しK，型で

ある.ただい久保(1996)は沖縄島より l成体を採集し

ている.これを生息するものととらえれば，本種はK，

型となる.

3) Terebralia sulcataは沖縄島から知られていて，今回

も汀間川(名護市三原〉から採集された.

4)日本産の Geloina属の種はかつてG.coaxans 1種と

して扱われていたが(波部， 1977)，現在は G.erosaヤエ

ヤマヒルギシジミと G.expansa リュウキュウヒルキ、シ

ジミの2種に分けられるとする意見がある(奥谷(編著)，

2000など). しかし今回の調査では両者を区別すること

が困難であったため，すべて G.erosa (和名はシレナシ

ジミを使用)として扱った.西表島，奄美大島で本種を

採集したが，典型的なマングロープ沼の生息者である.

5)Eamesiella corrugatα シワツキガイは死殻が西表島

で発見された K1型の分布をもつが，生存しているか

不明である.

6)これと同様な例が Telescopiumtelescopiumセンニン

ガイで，沖縄島・宮古島・八重山群島で死殻のみが知ら

れている.かつて温暖期に生息していた遺骸の可能性が

ある この問題については， Ohgaki and Kurozumi(1990) 

が奄美大島から台湾に至る地域における Telescopium

telescopium， Terebralia palustris， T. sulcataの分布の時代

的変遷について論じている • Telescopium telescopiumに

ついてみると， 2500-2000年前には沖縄島以南の全域に，

850-350年前には宮古島以南に分布し，現在では台湾で

も分布が認められないという.

7) Cyclina sinensis はJK，型の分布をもち，種子島大浦

川のマングロープ沼に生息する.奄美大島以南の地域に

おいて Geloinaerosaが占めていたのと同様な生育場を

高緯度地域で占めているものと考えられる.

堀越(1982) は西太平洋域の海洋生物地理を論じた際

に，マングローブ沼生の軟体動物の分布と生態について

記述している.その中にはここで述べた各種 (Cyclina

sinensisを除く)が含まれているが，両者の結果はおおむ

ね調和的である.

糸魚川(1967)は化石群集の変化の階層性を論じ，その

中で海生生物の分布を規定する要因について， 3つのオー

ダーを区分した.すなわち， 1-7l<塊(沿岸水ー外洋水)， 

II-海流系(暖流系ー寒流系)， ill-塩分濃度・底質・生息

深度・生息場所など，である. この研究では 1とEの

要素は固定されているので， IIの要素ー海流系(緯度分

布)が主題となる.
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第4図.マングローブ沼の軟体動物(1).

1: ヒラマキアマオフネガイ;2:カ/コカ、イ 3: コゲツノフエ力、イ 4:キパウミニナ 5 ウミニナ 6 イボウミニナ 7: ミツ

カドカニモリガイ 8・マドモチウミニナ;9 フトへナタリガイ 10:イトカケへナタリガイ 11，12 カワアイガイ (11: {中

間川 12・阿獄川) スケールパー 5mm.

Fig. 4. Molluscs ofthe mangrove swamps(l) 

1: Nerita(Theliostyla) planospira; 2: Clithon faba; 3: Cerithium coralium; 4: Terebralia palustris; 5目 Batillariamultiformis 6: 

Batillaria zonalis; 7: Cか'Peomoruspe/lucida; 8: Terebralia sulcata; 9・Cerithidearhizophorarum; 10・Cerithidearhizophorarum morchii 

; 11， 12: Cerithideopsi/la djadjariensis (11: N akama-gawa; 12・Adake-gawa).Scale bars: 5mm. 
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第5図."7ングロ ーブ沼の軟体動物(2)ー

1-2:へナタリガイ(1:阿巌川;2: j甫内)I[);3: Assiminea sp.; 4-8 シワツキガイ;9・ウズラタマキビガイ 10:ユウシオガイ;

11:オキシジミ;12-14:シレナシジミ(12:仲間川 13:役勝)1[;14: i甫内川).スケールパー:1-3，9-11: 5mm; 4-8， 12-14: 20mm 

Fig. 5. Molluscs of the mangrove swamps(2). 

1-2: Cerithideopsilla cingulata (1: Adake-gawa; 2: Urauchi-gawa); 3: Assiminea sp.; 4-8: Eam白 iellacorrugata ; 9: Littoraria scabra 

; 10: Moerella rutila; 11: Cyclina sinensis; 12-14: Geloina erosa (12: Nakama-gawa; 13: Yakugachi-gawa; 14: Urauchi-gawa). Scale 

bars: 1-3，9-11・5mm;4-8， 12-14: 20mm. 
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2.生態 第3表塩分濃度表(種子島) • 

l)Littoraria scabraは高潮線より高い位置のヒルギ類 Table 3. Salinity distribution CTanegashima Island). 

の樹幹・枝上にまで分布する. それ以外の種は潮間帯

(高潮線ー低潮線開)に分布する.

2)Nerita planospiraはヒルギ類の気根上に見られる.

3) Cerithiidaeの2種は後良川の河口近く，高醐水域に

生育する.

4) Potamididae， Batillaridaeの種は河口域の潮間帯の

砂底・泥底に多数集合して生息することが多い.

5) Terebralia palustrisは西表島浦内川で低潮線近くの

湾沿いで， ヒルギの独立樹の根元などに集団をつくって

いる.

6)Assiminea sp.は種子島湊川で河口の細砂底上に密集

して生息する.

7) Geloina erosaは奄美大島役勝川や西表島仲間川の泥

底のところでは内生型で外から見て発見できないが(第

2図.3，6)，西表島浦内川の砂質底の場所では半外生型

(第3図.2)で，殻の後部を干潮時には露出して生息する.

低潮時 高潮時

測定 気温 水温 塩分濃 測定 気温 水温 塩分濃

時間 CC) CC) 度(施。〕 時間 CC) (OC) 度情。)

① 9:50 25.1 25.3 35.1 15:22 23.8 25.2 34.4 

町主昔E' 、j阿縁11 

② 10:00 26.4 23.5 5.6 15:27 23.7 25.8 36.3 

③ 10:10 26.0 23.6 1.9以下 15:40 23.7 25.9 35.6 

④ 10:33 27.4 24.2 3.3以下
(A) 

⑤ 10:40 25.6 24.1 3.3以下 16:00 23.5 23.4 3.1以下

① 11:07 24.3 25.4 28.0 

② 11:12 24.2 24.3 19.3 16:15 24.0 25.3 36.4 

P9》大j甫 ③ 10:55 23.6 24.2 22.2 16:20 23.6 25.7 36.9 

UEEW D JI| ④ 11:25 23.8 24.9 24.2 16:32 23.2 25.6 36.2 

(0) ⑤ 11:35 24.1 25.4 23.1 17:08 22.9 25.4 36.2 

⑥ 11:45 23.4 25.4 19.4 16:52 23.0 25.3 34.2 

測定日 1980年10月20日 曇・雨赤沼式比重計使用

8) Cyclina sinensisは種子島大浦)11(01)で細砂~砂質 3. 主要な種 Terebraliapalustris， T. sulcata， 

シル卜底に内生する Eamesiellacorrugata， Geloina erosa， Cyclina sinensisにつ

いて，分布を論じた.

種子島・阿蘇川・大浦川の塩分濃度分布

種子島の阿獄川・大浦川において， 1980年10月20日，

高潮時・低潮時に，阿獄川ー①~⑤，大浦川ー①~⑥の 11

地点(第1図-b)の塩分濃度を，赤沼式比重計を用いて

測定した.阿獄川の⑤地点ではCの浮秤， その他はBの

浮秤を使用した.

塩分濃度30~0.5怖を汽水域(地学団体研究会(編入

1996) とすると，低潮時には阿獄川①以外はすべて汽水

域となる.高潮時には阿巌川⑤を除いてすべて海水域で

ある.以上から，阿獄川①は常に海水域，阿獄川⑤は常

に汽水域であり，他の地点は潮の干満によって汽水域ー

海水域の繰り返しを行っていることがわかる.

軟体動物調査地点のAl (阿獄川)， 01-02-03 (大浦)11) 

はいずれも[汽水域ー海水域のくり返し]の地域に入り，

群集構成上の大きな差の無いことと一致する .01にお

いて，Batillaria zonalis， Cyclina sinensisなどが生息する

のは海水の影響が弱い(大浦川⑥)ことと関連するのか

もしれない.

まとめ

1.種子島から西表島にいたる南西諸島においてマン

グローブ沼の軟体動物相を調査した.

2. 二枚貝類4科4種，腹足類6科15種を同定した.

4. Geloina erosa および Terebraliapalustrisの生態

について述べた.

5. 種子島阿獄川・大浦川において，塩分濃度を測定

し，軟体動物群集との関連を検討した.

6. 各調査地点の環境と軟体動物群集についてまとめ

た.

7. Cyclinαsinensisは種子島以北のマングロープ沼に

おいて，奄美大島以南において Geloinaerosaが占めて

いたと同様の生息場を占めているものと考えられる.

8 種子島のマングローブ沼の軟体動物群集は熱帯的

要素を含まない. ヒルギ類は熱帯系軟体動物 (K型)と

分布のパターンが異なり，より北まで分布する.

9. 地質時代の古環境・古生物地理・古生態を議論す

る上で有用な資料となる.

10. 同様に考古学上の貝層・貝塚の解析にも有用であ

る.
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(要旨)

糸魚川淳ニ -井津伸恵:南西諸島マン

グローブ沼の軟体動物相

1967~1980年の聞に採集された，種子島より西表

島に至る地域の，マングローブ沼の軟体動物群集を

検討し， 4科4種の二枚員類 6科15種の腹足類を同

定した.各種について，分布，生態を既存の資料と

比較し，各地の環境と軟体動物の生育状況との関連

を調べた.

Terebralia， Geloinaをはじめ，各種について検討

し，古生物学・ 考古学上の比較資料を得た.熱帯系

マングローブ沼生の軟体動物とヒルギ類の分布は異

なり，種子島では Kandeliacandelが分布するが，

熱帯系の軟体動物は分布 しない.


